
２ 授業プログラム案 ～その１～ 

３・４年生複式 社会科＆総合 授業プログラム 

（１）プログラム名     巴川の環境を考えよう ～汚れた水の行方～ 

（２）プログラム構想  

 ア ねらい  

（ア）汚れた水の行方を調べることを通して，下水処理の大切さに気付くことができる。 

（イ）自分たちのくらしをふりかえり，身近な巴川の環境を大切にしていこうという気持ち

をもつことができる。 

イ 単元構想について 

 １学期，ごみ処理や水道水について学習した。ごみは各家庭で分別され，作手地区のストック場，

埋め立て処分場，新城市クリーンセンターへ運ばれ，さらに必要に応じ分別処理されていくことを知

った。また水道環境課の方が簡単な実験器具で水道水のでき方を説明してくれた。今まで何気なく捨

てたり使ったりしているごみや水道水だが，実際に見学したり調べたりすることを通して，それに従

事している人の働きや苦労を知った。 

こうした学習経験を生かし，上流にある地区の下水処理の実態を調べ，それに従事している水道環

境課の方の話を聞く機会をとることによって，排水処理の実態や問題点を知り，解決していこうとす

るだろう。この学習を通して身近に感じている巴川の汚れに関心をもち，川を守るために自分たちが

できることは何か真剣に考え，日々の生活の中で実際に取り組んでいく姿を期待した。 

ウ プログラム構想図（１０時間完了） 

                                                  

杉の子学習（総合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よごれた水の行方１０ 

  
  水洗トイレ  台所，お風呂等  水洗トイレ   汚れたまま川へ 
                          

単独浄化槽と合併浄化槽ってなんだろう② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作手地区の下水道の広がり② 本時７／１０→（協和風座席表指導案） 

 
 
 
 
 
 
 

巴川の環境を考えよう 

水生生物調査をしよう１５ 

・水生生物って③ 
・水生生物調査って② 
・水生生物調査をしよう 
６／28 巴川杉平橋付近② 
７／13 巴川見代水神橋付近② 
８／３ 豊川江島橋付近③ジュース実験 
８／11豊川放水路③ 
 
水生生物調査の 

まとめをしよう１５ 

川マップ作りをしよう⑩ 
・調査した場所の確認 
・それぞれの場所の水生生物 
・水質判定結果 
川マップをもとに川の水質を考

えよう⑤ 
場所により見つかる指標生物

がちがう ・昨年度との比較 
下流にいくにしたがい，きた

なくなるのはどうしてか？ 
きれいな巴川の水質を守ろう

合併浄化槽 単独浄化槽 

単独浄化槽…古い家 
 トイレだけきれいな水にして川へ流す。浄化率６５％ 
 ７年前に製造禁止 点検 お金がかかる 
合併浄化槽…新しい家 
 生活排水の殆どをきれいな水にして川へ流す。浄化率９０％

点検にお金がかかる 今後作られる浄化槽はすべて合併浄化槽 

Ｋ子・Ｙ子の家は，古

いけれど，合併浄化槽 
先生の家は新しいけ

ど合併浄化槽ではない 

・単独浄化槽から

合併浄化槽へ 
・かえる 
・かえられない 

水道環境課の人に聞いてみよう 

・難しい問題 ・集落排水が広がってきている。合併浄化槽の

家も増えて，以前よりも川がきれい 
汚れた水を少なくしていく方法を考えよう② 

・台所から大きなごみを流さない。・油は流さないように。 
・ちらしやポスターで知らせよう。 

何軒かの汚れた水を１つにまとめて綺麗にする
集落排水（下水） 

家や学校で使って汚れた水はどうなるのだろう④ 

杉の子学

習（総合） 

・お金がかかる 

発表しよう⑮ 
ごみ拾い⑤ 

よびかけよう⑩ 

社会科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


